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ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
議
員
連
盟

事
務
局
次
長
の
佐
々
木
紀
衆
議
院

議
員
（
自
由
民
主
党
・
無
所
属
の

会
）
が
、
２
月
20
日
に
開
催
さ
れ

た
衆
議
院
の
予
算
委
員
会
第
五
分

科
会
（
厚
生
労
働
省
所
管
）
に
お

い
て
質
疑
に
立
ち
、
全
政
連
・
全

国
協
会
の
要
望
や
、
厚
生
労
働
省

が
各
省
庁
・
自
治
体
に
発
出
し
た

緊
急
依
頼
を
踏
ま
え
て
ビ
ル
メ
ン

業
界
の
課
題
に
つ
い
て
問
い
た
だ

し
た
。
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

政
治
連
盟
と
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
協
会
は
、
令
和
４
年
11
月
25

日
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
議
員
連

盟
に
２
０
２
３
年
度
業
界
課
題
に

関
す
る
要
望
を
提
出
、
１
月
18
日

に
回
答
が
届
い
た
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
医
薬
・
生

活
衛
生
局
生
活
衛
生
課
長
が
令
和

４
年
11
月
30
日
、「
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
業
務
に
関
す
る
契
約
（
公

共
調
達
）
の
最
低
賃
金
引
上
げ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
・
物
価
高
騰
等

に
伴
う
契
約
金
額
の
変
更
に
つ
い

て
（
緊
急
依
頼
）」
を
、
各
省
庁

契
約
担
当
課
長
や
各
都
道
府
県
契

約
担
当
課
長
等
へ
発
出
し
、
適
切

な
価
格
で
単
価
を
見
直
し
て
契
約

金
額
の
変
更
を
検
討
す
る
よ
う
依

頼
し
た
。

　

佐
々
木
議
員
は
、
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
次
の
２
点
を
質
問
。

１　

最
低
賃
金
の
改
定
に
伴
う

　
　

契
約
金
額
の
変
更

２　

障
害
者
雇
用
の
促
進

　

契
約
金
額
の
変
更
で
は
、「
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
は
労
働
集
約

型
産
業
の
代
表
挌
。
人
件
費
比
率

が
高
い
業
務
、
人
件
費
単
価
の
低

い
仕
事
で
す
。
最
低
賃
金
近
傍
業

種
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
を
支
援
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
賃
金
が
上
が
れ
ば
、

社
会
全
体
の
賃
上
げ
に
つ
な
が

る
。
ま
た
、
シ
ニ
ア
、
パ
ー
ト
、

障
害
者
な
ど
の
雇
用
の
受
け
皿
で

も
あ
り
、
弱
者
の
方
の
雇
用
の
支

援
に
も
つ
な
が
る
。
そ
う
い
う
思

い
で
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
を
支

援
し
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
た
あ

と
、
最
低
賃
金
の
改
定
に
伴
う
年

度
途
中
の
契
約
金
額
の
変
更
が
行

わ
れ
て
い
な
い
現
状
を
指
摘
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
が
発
出
し

た
緊
急
依
頼
に
感
謝
の
意
を
表
明

し
た
上
で
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で

「
協
議
せ
ず
に
、
最
低
賃
金
が
上

が
っ
た
分
は
人
件
費
相
当
額
を
一

律
、
自
動
的
に
上
げ
る
く
ら
い
の

こ
と
を
や
ら
な
い
と
、
社
会
全
体

で
物
価
高
騰
の
価
格
転
嫁
が
な
か

な
か
進
ん
で
い
か
な
い
。
ぜ
ひ
と

も
お
願
い
し
た
い
」
と
訴
え
た
。

審
議
し
た
。

　

梶
山
龍
誠
理
事
長
は
冒
頭
の

挨
拶
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
５
類
移
行
を
は
じ

め
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
日
本

経
済
活
性
化
へ
の
期
待
、
ト
ル

コ
・
シ
リ
ア
大
地
震
の
支
援
状

況
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
な
ど
、
国
内
外
の
現
況
に
つ

い
て
言
及
し
た
あ
と
、「
本
日
は
、

２
月
27
日
の
評
議
員
会
に
向
け
、

そ
の
次
第
や
事
業
報
告
、
決
算

と
い
っ
た
議
案
の
審
議
が
ご
ざ

い
ま
す
」
と
当
日
の
審
議
事
項

を
説
明
。
ま
た
、「
全
政
連
関
係

で
も
重
要
な
動
き
の
報
告
が
あ

り
ま
す
」
と
述
べ
て
入
念
な
確

認
を
求
め
た
。

　

審
議
事
項
の
第
18
回
評
議
員
会

次
第
は
、
横
田
英
雄
幹
事
長
が
、

「
議
長
選
出
後
の
来
賓
挨
拶
と
し

て
都
連
幹
事
長
の
髙
島
先
生
に
ご

挨
拶
い
た
だ
き
、
審
議
事
項
に
移

り
ま
す
。
審
議
事
項
は
、
令
和
４

年
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
の
承

認
で
す
。
令
和
５
年
運
動
方
針
・

事
業
計
画
と
予
算
は
報
告
事
項
と

な
り
ま
す
。
ま
た
先
日
、
厚
生
労

働
省
、
総
務
省
か
ら
各
官
公
庁
へ

発
出
さ
れ
た
通
知
に
つ
い
て
報

告
。
そ
の
他
と
し
て
、
全
政
連
の

分
担
金
の
見
直
し
等
の
動
き
に
つ

い
て
、
現
在
の
状
況
を
皆
様
に
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。
東
京
都
の
障

害
者
就
労
促
進
モ
デ
ル
入
札
の
試

行
に
つ
い
て
も
、
要
望
の
進
捗
と

い
う
意
味
で
報
告
い
た
し
ま
す
」

と
提
案
説
明
。

　

令
和
４
年
事
業
報
告
も
横
田
幹

事
長
が
提
案
説
明
を
担
当
、「
東

京
都
所
有
の
建
築
物
の
維
持
管
理

に
関
す
る
要
望
活
動
」「
関
係
諸

法
令
等
の
改
正
に
関
す
る
運
動
」

の
実
施
や
要
望
の
進
捗
状
況
、
参

議
院
議
員
選
挙
の
応
援
、
そ
の
他

の
応
援
活
動
、
広
報
活
動
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

令
和
４
年
決
算
の
提
案
説
明
は

坂
野
正
和
会
計
責
任
者
が
担
当

し
、
収
入
の
総
額
３
０
２
０
万
円
、

支
出
の
総
額
１
２
３
７
万
円
、
翌

年
へ
の
繰
越
額
１
７
８
４
万
円
と

な
っ
た
こ
と
を
説
明
。

　

続
け
て
大
村
清
保
監
事
が
、
令

和
５
年
１
月
25
日
に
会
計
及
び
業

務
の
監
査
を
行
っ
た
結
果
、「
当

政
治
連
盟
の
財
政
状
況
は
健
全
で

あ
る
と
認
め
ま
す
」
と
報
告
。

　

各
議
案
と
も
、
議
長
の
榎
本
寛

副
理
事
長
が
意
見
や
質
問
を
求
め

た
あ
と
採
決
に
移
り
、
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。「
事
業
報
告
と

決
算
は
、
今
月
27
日
の
評
議
員
会

の
審
議
事
項
と
し
て
承
認
を
受
け

て
確
定
と
な
り
ま
す
」
と
榎
本
議

長
。

　

報
告
事
項
は
５
つ
あ
り
、
ま
ず

松
井
奈
美
全
政
連
評
議
員
が
、「
第

68
回
全
政
連
評
議
員
会
報
告
」（
１

月
18
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
で
開
催
）
と
し
て
「
議
案
は
事

業
報
告
や
決
算
報
告
、
事
業
計
画

の
承
認
等
で
し
た
。
ま
た
規
約
改

正
に
つ
い
て
も
審
議
」
と
説
明
、

高
橋
誠
事
務
局
長
が
「
分
担
金
見

直
し
」
な
ど
の
詳
細
説
明
を
行
っ

た
。

　

２
つ
目
の
「
全
政
連
提
出
要
望

の
回
答
に
つ
い
て
」
は
、
梶
山
全

政
連
副
理
事
長
が
、「
全
政
連
と

全
国
協
会
が
昨
年
提
出
し
た
要
望

に
つ
い
て
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

議
員
連
盟
の
橋
本
聖
子
会
長
名
で

回
答
が
届
き
ま
し
た
の
で
報
告
い

た
し
ま
す
」
と
述
べ
て
当
政
連
と

共
通
す
る
要
望
を
中
心
に
説
明
を

行
い
、「
全
政
連
で
は
、
引
き
続

き
各
都
道
府
県
の
政
治
連
盟
と
連

携
し
な
が
ら
要
望
活
動
を
進
め
、

業
界
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
」
と
表
明
。

　

こ
の
ほ
か
、「
新
役
員
選
出
ま

で
の
流
れ
」「
１
月
理
事
会
以
降

の
動
き
と
今
後
の
予
定
」「
会
員

等
の
推
移
に
つ
い
て
」
を
高
橋
事

務
局
長
が
報
告
。

　

そ
の
他
と
し
て
、「
東
京
都
障

害
者
就
労
促
進
モ
デ
ル
入
札
の
試

行
に
つ
い
て
」
も
高
橋
事
務
局
長

が
説
明
を
担
当
し
た
。

「
第
18
回
評
議
員
会
次
第
」
及
び

「
令
和
４
年
事
業
報
告
」「
令
和
４

年
決
算
・
監
査
報
告
」
に
つ
い
て

第
18
回
評
議
員
会
の
次
第
や
事
業
報
告
・
決
算
を
審
議

第129回
理事会

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
２
月
７
日
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
に
お
い

て
第
１
２
９
回
理
事
会
を
開
催
、

冒
頭
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
梶
山
理
事
長

議
長
を
務
め
た
榎
本
副
理
事
長

提
案
説
明
を
行
う
横
田
幹
事
長

監
査
報
告
を
行
う
大
村
監
事

全
政
連
評
議
員
会
報
告
を
行
う
松
井
全
政
連
評
議
員

提
案
説
明
を
行
う
坂
野
会
計
責
任
者

東京協会「会員概括」アンケート   第 4 回 SDGs への取組、経営上の悩み

人手不足の深刻さが浮き彫りに
　
　
（
公
社
）
東
京
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

の
経
営
研
究
委
員
会
が

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
調
査
結
果
、
第
４
回

は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取

組
、
経
営
上
の
悩
み
」。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
は
、

２
０
１
５
年
の
国
連
サ

ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ

た
「
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
２
０
３
０
ア

ジ
ェ
ン
ダ
」
に
記
載
。

２
０
３
０
年
ま
で
に
達

成
す
べ
き
持
続
可
能
で

よ
り
良
い
世
界
を
目
指

す
国
際
的
な
開
発
目
標

で
あ
る
。「
貧
困
を
な

く
そ
う
」
か
ら
「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目

標
を
達
成
し
よ
う
」
ま
で
の
17

の
ゴ
ー
ル
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
前
文
で

は
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
こ
と
を

誓
っ
て
い
る
。
日
本
政
府
も
目
標

達
成
の
た
め
の
基
盤
整
備
に
取
り

組
み
、
推
進
本
部
を
設
置
し
て
実

施
指
針
を
決
定
し
た
。

　

ビ
ル
メ
ン
業
界
で
は
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の

か
。
東
京
協
会
の
正
会
員
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
「
取
り
組
ん
で
い
る
」

と
回
答
し
た
の
は
２
１
５
社
中
50

社
（
23
％
）。
具
体
的
な
取
り
組

み
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
「
清
掃
等
で
の
使
用
す
る
洗
剤

を
環
境
配
慮
品
に
見
直
す
」。「
省

エ
ネ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
製
品
の
推
進
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」。

「
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る

作
業
効
率
の
向
上
に
よ
る
職
場
環

境
の
改
善
」。「
ご
み
の
分
別
と
リ

サ
イ
ク
ル
」。「
再
生
紙
の
積
極
的

な
利
用
」。「
管
理
施
設
の
緑
化
活

動
」。「
女
性
活
躍
、
障
害
者
雇
用
、

高
齢
者
雇
用
の
促
進
」。「
従
業
員

の
働
き
方
の
見
直
し
」。「
地
域
貢

献
活
動
（
自
社
周
り
の
清
掃
や
地

元
の
祭
り
へ
の
参
加
）」。

　

経
営
上
の
悩
み
で
は
、
従
業

員
の
「
採
用
」
が
２
１
５
社
中

１
２
３
社
と
半
数
以
上
の
57
％
を

占
め
て
お
り
、
人
手
不
足
の
深
刻

さ
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
続
い

て
、「
契
約
金
額
」
36
社
（
17
％
）、

「
業
務
受
注
数
」19
社（
９
％
）、「
品

質
管
理
」
10
社
（
５
％
）、「
資
金

繰
り
」７
社（
３
％
）、「
労
働
災
害
」

７
社
（
３
％
）
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
の
自
由
回
答
で
は
、「
若

年
層
が
少
な
く
、
定
着
し
な
い
」

「
業
務
の
生
産
性
向
上
」「
事
故
、

ク
レ
ー
ム
の
低
減
」「
従
業
員
教

育
方
法
」「
コ
ス
ト
削
減
」「
国
へ

の
支
払
い
が
高
い
（
社
会
保
険
料
、

税
金
）」
と
い
っ
た
悩
み
も
寄
せ

ら
れ
た
。

SDGｓ取組

経営上の悩み

165 社
   77％

取り組んでいない
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36社
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労働災害
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その他

（n=215社）
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佐
々
木
衆
議
院
議
員
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業
界
課
題
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質
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佐
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業
界
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題
を
質
疑


